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下 記 により、共 同 研 究 の実 施 報 告 を致 します。 
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研 究 題 目 

（和）医療用放射線誘起蛍光体の開発 

（英）Development of ionizing radiation induced luminescent materials for 
medical devices 

研 究 領 域 

１．生体材料に関する基礎・応用研究 

２．生体工学に関する基礎・応用研究 

３．生体機能分子に関する基礎・応用研究 

４．化学・電気・機械・材料工学の生体応用研究 
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研究成果  

 本研究では放射線誘起蛍光体を用いた医療センサー開発を主眼として研究を行った。医療センサーと

しては主に X 線 CT や PET 装置用のシンチレータ、放射線治療時の被ばく線量評価用のドシメータの

開発を行った (以下の論文発表状況を参照)。そのうちのいくつかをここにまとめる。 
 論文 1 はLiAlSi2O6 や LiAlSi4O10 といった生体等価性の高い化合物を開発し、これらの被ばく線量

計用の特性を評価した。結果として 10 mGy 以上の X 線に関しては応答を示したため、今後は何らかの

発光中心を添加して感度の向上をはかる。論文には生体に対して高い透過性を示す近赤外発光シンチレ

ータの開発であり、バイオイメージング用途などと合わせ、今後の応用が期待される。論文 3 は中性子

計測用LiFの開発であり、ホウ素中性子捕獲療法時のモニタ用と等への応用が期待される。論文 4は有機

無機ペロブスカイトシンチレータの開発研究であり、市販のGSOシンチレータを超える高い発光量と数倍

の高速応答性が確認されており、PETなどの高検出率用途への応用が期待される。論文 5はSmの放射線照

射 時 に お け る 価 数 変 化 を 用 い た 新 規 ド シ メ ー タ の 開 発 研 究 で あ り 、 Sm の 価 数 変 化 

(Radiophotoluminescence, RPL) 現象を確認すると共に、高い感度を実現した。X線用イメージングプレ

ートなどへの応用が期待される。 

使用した設備・資料・試料等 

各大学の設備や試料を用いてサンプルの作製や検出器特性の評価を

行った。 

本研究成果に関連する論文発表状況 

研究開発メンバーには下線を付す 
1. T. Yanagida, Y. Fujimoto, M. Koshimizu, N. Kumamoto, G. Okada, N. Kawaguchi, Scintillation and 

Dosimeter Properties of LiAlSi2O6 and LiAlSi4O10 Crystals, Sens. and Mater., 29 1399 (2017). 
2. G. Okada, N. Kawaguchi, T. Yanagida, Development of NIR-Emitting Scintillators Based on 

Rare-Earth-Doped Garnet Crystals – Part 1, Sens. and Mater., 29 1407 (2017). 
3. N. Kawaguchi, N. Kawano, G. Okada, T. Yanagida, Luminescence and Scintillation Properties of LiF:W 

Single Crystal for Thermal-Neutron Detection, Sens. and Mater., 29 1431 (2017). 
4. N. Kawano, M. Koshimizu, G. Okada, Y. Fujimoto, N. Kawaguchi, T. Yanagida, K. Asai, Scintillating 

Organic–Inorganic Layered Perovskite-type Compounds and the Gamma-ray Detection Capabilities, Sci. 
Rep., 7 14754 (2017). 

5. G. Okada, Y. Fujimoto, H. Tanaka, S. Kasap, T. Yanagida, Dynamics of radio-photoluminescence and 
thermally-stimulated luminescence in Sm:KBr, J. Mater. Sci.: Materials in Electronics, 28(21) 15980 
(2017). 

次年度の共同研究継続の有無 

有  ・  無 
拠点内対応教員とご相談の上ご記入ください。 

継続の場合には次年度の研究計画をご記入願います。 



次年度の研究計画（継続の場合）  

 今年度は各自の研究機関で研究を行い、11 月に静岡大学電子工学研究所にて第１２回次世代先端光科学

研究会と言う形で成果の共有および打合せを行った。次年度も同様な形で研究を継続したいと考えている。放

射線の医療応用と言った場合、陽電子断層撮影装置 (Positron Emission Tomography: PET) に代表さ

れるフォトンカウンティング形式、X 線 CT 等に代表される積分形式、さらには医療用マンモグラフィ

ー等に代表される蓄積形式に大別される。カウンティング型ではマイクロ秒を切る応答速度が必須であ

り、積分型では数ナノから数ミリ秒までの応答速度が許容、さらには蓄積形式では数日から数か月まで

のエネルギー蓄積時間が要求される。前二者では主としてシンチレータが、蓄積形式では輝尽・熱蛍光

体などのドシメータ材料が用いられている。本研究では、発光量、応答速度、発光波長と言った実用上

重要な特性に焦点を合わせ、研究を行う。そのため放射線誘起蛍光体や検出器研究を専門とする学術界

の研究者のみならず、実用化の観点から企業研究者、更にはこれまで放射線誘起蛍光体としては検討さ

れてこなかった一般蛍光体材料の研究者までが参画することで、革新的な放射線誘起蛍光体の創製を目

指す。 

 


